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榊
綽
夫
妻
と
子
ど
も
た
ち
（明
治
２６
年
２
月
５
日
撮
影
）

前
列
右
よ
り
綽
、
そ
の
妻
幸
、
後
列
右
よ
り
長
男
淑
、

次
男
順
次
郎
、
三
男
保
二
郎
、
次
女
岡
田
徳
子

（榊
愛
彦
氏
提
供
）
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に
転
じ
た
の
は
安
政
五
年

（
一
人
五

八

一．　
以
後
幕
府
瓦
解
に
至
る
ま
で
活

版
印
刷

・
石
版
印
刷
な
ど
の
研
究
を
続

け
た
。
明
治
元
年
十
月
駿
府
に
移
り
、

静
岡
学
問
所
二
等
教
授
格
に
任
ぜ
ら
れ

る
が
、
翌
年
沼
津
に
転
じ
兵
学
校
の
図

両
方

・
二
等
教
授
並
と
な
り
、
四
年
に

は
二
等
教
授
に
進
ん
だ
。
綽
は
旧
幕
時

代
か
ら
通
称
の
令
輔
を
名
乗

っ
て
い
た

が
、
兵
学
校
時
代
に
令

一
と
改
名
し
た

よ
う
で
あ
る
。
兵
学
校
廃
止
後
は
上
京

し
、
兵
部
省

・
海
軍
省

・
太
政
官
地
誌

課
に
奉
職
し
、
明
治
十
年
二

八
七
七
）

を
最
後
に
官
を
辞
し
た
。

長
男
倣

（
一
八
五
七
～
九
七
）
は
、

江
戸
で
開
成
所
に
学
ん
だ
後
、
駿
府
移

住
に
よ
り
静
岡
学
問
所
に
入
学
、
さ
ら

に
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
に
転
入
し

た
。
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
明

治
十
五
年

（
一
八
八
二
）
ベ
ル
リ
ン
大

学
に
留
学
し
精
神
病
学
を
専
攻
し
た
。

四
年
後
帰
国
、
医
科
大
学
教
授
に
就
任

し
、
精
神
病
学
教
室
を
開
設
し
た
。
我

が
国
に
お
け
る
精
神
病
学
の
パ
イ
オ

ニ

ア
で
あ
る
。

次
男
順
次
郎

（
丁
八
五
九
～

一
九
二

九
）
も
明
治
二
年
四
月

に
沼
津
兵
学
校

附
属
小
学
校
に
入
学
し
た
経
歴
を
も

つ
ｃ

十
六
年
東
京
大
学
医
学
部
別
課
を
事
業
、

産
婦
人
科
学
を
専
攻
し
、
ド
イ
ツ
に
留

学
も
し
た
。

三
男
保
二
郎

（
一
八
七
〇
～

一
九
二

九
）
は
沼
津
で
生
ま
れ
た
人
。
明
治
三

十
二
年

（
一
人
九
九
）
や
は
り
東
京
帝

国
大
学
を
一年
業
し
長
兄
の
衣
鉢
を
受
け

継
ぎ
精
神
病
学
を
専
攻
し
、
海
外
留
学

か
ら
帰
朝
後
、
九
州
帝
国
大
学
医
学
部

教
授
に
な
り
、
約
二
十
年
間
同
大
学
で

精
神
病
学
講
座
を
担
当
し
た
。

三
兄
弟
と
も
医
学
博
士
で
あ
り
、
ま

た
長
女
小
梅
、
次
女
徳
子
の
婿

（緒
方

正
規

・
岡
田
和

一
郎
）
も
そ
れ
ぞ
れ
医

学
博
士
で
あ

っ
た
。

優
秀
な
息
子
た
ち
に
国
ま
れ
、
綽
は

幸
福
な
晩
年
を
送

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

退
官
後
は
絵
画
や
謡
曲
な
ど
の
趣
味
に

没
頭
し
、
特
に
動
物
の
骨
格
標
本
の
製

作
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
ら
の
標
本
類

は
東
京
帝
国
博
物
館
に
納
め
ら
れ
た
と

い
つヽ
。

〈
参
考
文
献
〉

『故
榊
令
輔
後
綽
及
室

幸
子
略
伝
』
（
一
九

一
六
年
）、
『榊
淑

先
生
顕
彰
記
念
誌
』
二

九
八
七
年
　
榊

倣
先
生
顕
彰
会
発
行
）、
榊
順
次
郎

「履

歴
書
」
（
明
治
二
三
年
　
榊
愛
彦
氏
提

供
）
ほ
か
。

（

初

期

議

会

の

江

原

素

六

明
治
二
十
三
年

（
一
人
九
〇
）
卜

一

月
、
第

一
回
帝
国
議
会
が
召
集
さ
れ
た
。

日
本
最
初
の
衆
議
院
議
員
三
百
名
の
ひ

と
り
と
し
て
江
原
素
六
が
い
た
。

立
憲
自
由
党

・
立
憲
改
進
党
の
民
党

側
は

一
七

一
の
議
席
を
有
し
、
吏
党
の

八
卜
四
、
中
立
派
の
四
十
五
を
大
幅
に

上
回
り
、
経
費
節
減

・
民
力
休
養
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
予
算
の
削
減
を
主
張
、
政

府
と
の
対
決
姿
勢
を
強
め
た
。

第

一
議
会
は
、
自
由
党
土
佐
派
の
長

切
り
で
政
府
予
算
案
が
成
立
し
、
終
了

す
る
が
、
翌
二
十
四
年
十

一
月
開
会
の

第
二
議
会
で
は
再
び
予
算
を
め
ぐ

っ
て

民
党
と
政
府
が
激
突
す
る
。
軍
艦
建
造

費
な
ど
を
削
ら
れ
、
激
昂
し
た
海
軍
大

臣
樺
山
資
紀
は

「薩
長
政
府
と
か
い
っ

て
も
、
今
日
ま
で
国
家

・
国
民
の
安
全

を
保
ち
え
た
の
は
誰
の
お
か
げ
か
」
と

放
言
、
こ
の
蛮
勇
演
説
を
き

っ
か
け
に

卜
二
月
に
は
衆
議
院
は
解
散
さ
れ
る
．

そ
し
て
翌
二
十
五
年
二
月
に
は
政
府
の

大
干
渉
で
名
高

い
第
二
回
総
選
挙
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
「

だ

江
原
は
自
由
党
の

一
員
で
あ
り
、
民

党
側
と
し
て
の
態
度
は
鮮
明
だ
っ
た
．

樺
山
海
相
の
蛮
勇
演
説
に
対
し
て
は
、

た
と
え
薩
長
が
明
治
維
新
の
功
労
者
で

あ

っ
た
と
し
て
も
、

「
如
何
に
功
が
あ

る
と
雖
も
、
共
過
が
大
な
る
時
に
は
、

共
功
は
或
は
皆
無
に
な
ら
な

い
と
は
中

せ
ま
せ
ん
」
と
皮
肉
た
っ
ぶ
り
に
批
判

し
て
い
る

（
「
鉄
道
拡
張
案
を
論
す

」

『自
由
党
々
報
』
１２
一・
第
二
回
総
選
挙

の
大
干
渉
に
つ
い
て
は
、
「
政
府
若
し

尋
常
の
徳
義
を
守
り
、
非
常
の
干
渉
を

為
さ

ヽ
る
に
於
て
は
、
三
百
代
議
士
中
、

政
党
以
外
の
者
は
伴
に
数
人
に
出
ざ
り

し
な
ら
ん
‐・
と
批
判
す
る

一
方
、
民
党

対
政
府
と
い
う
争
点
の
明
確
化
が
逆
に
、

有
権
者
が
候
補
者
を
選
ぶ
場
合
に

「只

た
人
物
論
の
み
を
以
て
足
れ
り
と
為
さ

す
、
共
人
の
政
党
主
義
如
何
に
着
意
」

す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
点
や
、
地

方
中
流
以
上
の
人
が
政
党
の
必
要
性
を

知
り
加
盟
す
る
よ
う
に
な

っ
た
点
を
ょ

し
と
し
て
い
る
「
政
党
員
の
注
意
ヽ
自

由
党
々
報
』
９
一．
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一腑一●
騰
一

膊
鶉
一

時
代

七
月

一
日
因
か
ら
八
月
二
十
」ｉ
ｍ
ま

で
の
開
期
で
、
企
画
展

「
江
原
素
六
と

そ
の
時
代
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
．
江

原
生
誕
百
五
十
年
に
あ
た
り
、
彼
が
生

き
た
幕
末
か
ら
明
治

。
大
正
の
時
代
を

彼
の
生
き
ざ
ま
を
通
し
て
通
観
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
日
記
・手
紙
・

写
真

・
墨
は
な
ど
、
人

Ｏ
Ｏ
Ｏ
点
の
資
料
の
中

か
ら
常
設
展

小
に
は
出

し
て
い
な
か
っ
た
資
料

な
ど
を
多
く
展
示
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
走
非
御
観
覧
下

◎
江
原
素
六
生
誕
百
五
十
年
記
念
式

典
の
開
催

去
る
し
月
十
九
日
ｍ
、
午
後

一
時
■

十
分
か
ら
ブ
ケ
東
海
キ
・会
場
に
、
一社
一

江
原
素
六
先
生
顕
彬
会
主
催
の
江
原
素

六
生
誕
百
五
卜
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
　
実
行
委
員
長

一顕
彰
会
長

一

に
よ
る
式
辞
、
市
長

・
麻
布
学
田
校
長

・
沼
津
西
高
校
長
の
祝
辞
、
江
原
有
―――

氏

一素
六
令
一保
一
の
謝
辞
の
あ
と
、
江

原
素
六
創
立
の
麻
布
中
学
校

・
高
等
学

校
卒
業
の
衆
議
院
議
員
橋
本
龍
太
郎
氏

が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
じ

く
同
校
出
身
の
高
知
県
知
事
橋
本
大
三

郎
氏
が

「麻
布
に
学
ん
だ
こ
Ｌ
ご

と
題

し
て
記
念
講
演
を
行

い
ま
し
た
っ

約
六
百
名
が
参
加
す
る
中
、
式
典
は

麻
会
裡
に
終
了
し
、
そ
の
後
参
加
者
約

百
名
が
当
館
の
企
画
展

「
江
原
素
六
と

そ
の
時
代
」
を
観
覧
し
ま
し
た
っ
五
時

か
ら
は
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
か
れ
ま

し
た
ぃ

◎
江
原
素
大
生
誕
百
五
十
年
記
念
誌
一

の
発
刊
　
　
　
　
　
　
　
．
・
―

江
原
素
六
の
生
涯
と
業
績
を
写
真
を

ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
解
説
し
て
あ
り

ま
す
　
Ｂ
５
判

一
●
七
ぺ
―
ジ
、
頒
価

ｉ
Ｉ
●
Ｃ
円
．

◎
江
原
素
大
生
誕
百
五
十
年
記
念
絵

は
が
き
に
つ
い
て

江
原
素
六
の
肖
像

・
墨
蹟
な
ど
を
絵

柄
に
し
た
五
枚

一
組
の
絵
は
が
き
で
す
っ

額
価
三
五
０
円
．́

◎
沼
津
市
明
治
史
料
館
史
料
目
録
１２

刊
行
の
御
案
内

『平
沢
区
有
文
書
日
録
』
　

Ｂ
５
判

八
八
ベ
ー
ジ
、
独
価

一
一
〇
〇
円
。

◎
児
壼
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し

ま

し

た

一

こ
れ
ま
で
米
館
者

一
般
に
配
布
し
て

い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
は
別
に
、
「
江
原

素
六
っ
て
ど
ん
な
人
？
」
と
題
し
た
児

童
向
け
の
や
さ
し
い
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
ま
し
た
っ
来
館
の
節
に
は
ど
う

ぞ
御
利
用
下
さ
い
っ

．Ю村
‐募文籍撃崎， 一一一一一・一一一一

古
文
書
に
は
じ
め
て
接
す
る
初
心
者

を
対
象
と
し
た
人
間
講
座
で
す
。

受́
講

申
し
込
み
は
当
館
ま
で
お
電
話
で
っ

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
３０
号

獅
礁
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒

卿

沼
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市
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電

　

話

〇
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二

〓
千

二
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Ｉ

Ｆ

Ａ
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▲企画展「江原素六と

その時代」

江原素六生誕 150年 >
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